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発表演題名 鶏肉から高率に検出される多剤耐性大腸菌およびサルモネラ 

発表学会名 平成 20年度 近畿ブロック食鳥検査員研修会 
発表者名 石畝 史 

開催場所 福井市地域交流プラザ（アオッサ） 

発表日時 平成２０年１０月３１日 

発表内容 2007年４月～10月に市販鶏肉64検体から多剤耐性大腸菌およびサルモ
ネラの分離を試みた。その結果、多剤耐性大腸菌は同一検体から様々な多

剤耐性株が分離されたが、１検体につき最も多くの薬剤に耐性を示した 1
株ずつを集計すると、シプロフロキサシンに耐性を示したのは 68.8％であ
った。その他、テトラサイクリン、ナリジクス酸およびアンピシリンなど

4剤には 80％以上の耐性を示し、腸管出血性大腸菌感染症の治療薬でもあ
るカナマイシン、セフォタキシムおよびホスホマイシンなどにも耐性を示

す株が分離された。１検体につき最も多くの薬剤に耐性を示した 1株ずつ
を集計すると、使用 12薬剤のうち平均 6.5剤に耐性を示した。 
サルモネラは 64％の検体から計 8種類の血清型が分離され、最も多かっ

た血清型は S. Infantis（54％）、次いで S. Schwarzengrund（29%）、S. 
Manhattan（9%）などで、S. Infantis は福井県内の散発下痢症患者から
毎年分離されている血清型でもある。試験をした 65株中 62株が何らかの
薬剤に耐性を示し、テトラサイクリン、ストレプトマイシンおよびカナマ

イシンなど 4～5剤に耐性を示す株が約 60％を占めた。 
   

 

 

 

 

 


